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札幌管区気象台資料に関する補足説明 

 

１.データ利用について  

・資料は気象庁のほか、以下の機関のデータも利用して作成しています。 

国土交通省北海道開発局、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法人産

業技術総合研究所、北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所及び公益財団

法人地震予知総合研究振興会 

 

２.一元化震源の利用について 

・2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上しています。 

・2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上しています。 

・2016 年４月１日以降の震源では、M の小さな地震は、自動処理による震源を表示している場合があります。自動

処理による震源は、震源誤差の大きなものが表示されることがあります。 

  

３．地図の作成について  

・資料内の地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000(行政界・海岸線・地図画像)』、『数値地図 50m メッ

シュ(標高)』、『数値地図 10m メッシュ(火山標高)』、『基盤地図情報』、『電子地形図（タイル）』及び『火山基本

図』を使用しています。 

 

４．用語について 

・本資料で用いる用語の解説については、気象庁ホームページの「気象庁が噴火警報等で用いる用語集」をご覧くだ

さい。 

URL https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/kazanyougo/mokuji.html 
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ア ト サ ヌ プ リ 

札 幌 管 区 気 象 台 

地域火山監視・警報センター 

〇火山活動評価 
火山活動は概ね静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

○噴火警報・予報及び噴火警戒レベルの状況（2024年７月～2025年６月） 

2024 年７月以降の発表履歴 現在の警報・予報（噴火警戒レベル、キーワード） 

変更なし 噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意） 

 

○2024年７月～2025年６月の活動概況 

・噴気などの表面現象の状況（図１-①～③、図２～８） 

監視カメラによる観測では、Ｆ１噴気孔群及びＦ２噴気孔群の噴気の高さは火口上400ｍ以下

で、噴気活動は低調に経過しました。 

2024年７月11日と９月４日に国土交通省北海道開発局の協力により実施した上空からの観測及

び10月１日に実施した現地調査では、これまでの観測と比べて、アトサヌプリ溶岩ドームに点在

する噴気孔や熊落し火口の状況に変化はなく、赤外熱映像装置による観測では地熱域の状況に特

段の変化はありませんでした。 

 

・地震及び微動の発生状況（図１-④、図３、図９～10） 

アトサヌプリ西側では、2021年頃から2023年頃にかけて地震活動がやや活発な状態でしたが、

2024年２月以降は低調に経過しています。アトサヌプリ浅部の火山性地震も少なく、低調に経過

しています。 

火山性微動は観測されていません。 

 

・地殻変動の状況（図３、図11～12） 

GNSS連続観測では、2021年秋頃から2023年頃にかけてアトサヌプリ西側（硫黄山の西方約５

㎞）の深部での膨張を示すと考えられる変化が認められましたが、2024年１月以降は概ね停滞し

た状態が続いており、火山活動に伴う特段の変化は認められません。 

2024年９月30日～10月３日に実施したGNSS繰り返し観測では、アトサヌプリ（硫黄山）付近で

の地殻変動に特段の変化は認められませんでした。 
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図２ アトサヌプリ 北側から見たＦ１及びＦ２噴気孔群の状況（硫黄山駐車場北監視カメラによる） 

 

図１ アトサヌプリ 火山活動経過図（2010年10月～2025年６月） 

Ｆ２噴気孔群の噴気 

Ｆ１噴気孔群の噴気 
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監視カメラ画像の例      

図３ アトサヌプリ 監視カメラ（硫黄山駐車場北）によるＦ１噴気孔群付近の温度・地熱域の時間

変化、領域別地震回数及び GNSS 基線長変化（2017 年８月～2025 年６月） 
・地熱異常域の面積とは、非地熱域の温度分布から高温側に外れたピクセルの数を数えた

ものです。 

・補正後とは2017年8月～2020年7月を熱的な変化がないと仮定し、非地熱域の値を参考に

年周変化を補正したものです。 

・地震の活動領域は、判別が出来たものだけ計数しています。 

・GNSS基線は図11の基線②と同じです。 

・GNSS 連続観測で 2021 年秋頃から 2023 年頃にかけてアトサヌプリ西側（硫黄山の西方約５㎞）

の深部での膨張を示すと考えられる地殻変動が認められ、その周辺では地震活動がやや活発

化しましたが、2024 年１月頃から地殻変動は停滞し、地震活動も 2024 年２月以降は低調に

経過しています。 

・硫黄山付近の地震活動、熱活動に特段の変化は見られていません。 

地震の領域分類 

差分温度と非地熱域の関係 

（2017.08-2020.07）      
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図４ アトサヌプリ 火山周辺図と写真及び赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

2021 年 7 月 19 日 2021 年 7 月 19 日 11 時 45 分 天気：晴 

国土交通省北海道開発局の協力による 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 

国土交通省北海道開発局の協力による 

2024 年 7 月 11 日 

国土交通省北海道開発局の協力による 国土交通省北海道開発局の協力による 

2024 年 7 月 11 日 11 時 48 分 天気：晴 

Ｆ２噴気孔群 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 

Ｆ１噴気孔群 

図５ アトサヌプリ 赤外熱映像観測装置によるＦ１噴気孔群及びＦ２噴気孔群の地表面温度分布 
上：北側上空（図４の①）から撮影 

下：北側上空（図４の②）から撮影 

・噴気の状況や地熱域（白破線内）に特段の変化はみられませんでした。 

1000m 

④ 

⑤ 

熊落し火口 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 
③ 

② 

0 1000ｍ 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 

① 
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2024 年 10 月１日 13 時 56 分 

天気：晴 気温:23℃ 

2024 年 10 月１日 

2023 年８月 29日 2023 年８月 29日 13 時 19 分 

天気：曇 気温:18℃ 

図６ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ１噴気孔群の地表面温度分布 
図４の③から撮影 

・前回の観測（2023 年８月）と比べて、噴気の影響で一部の地表面温度分布の見え方に 

違いがありますが、変化は認められませんでした。 

2024 年 10 月１日 13 時 41 分 

天気：快晴 気温：24℃ 
2024 年 10 月１日

2023 年８月 29日 13 時 09 分 

天気：曇 気温：18℃ 
2023 年８月 29日

図７ アトサヌプリ 赤外熱映像装置による熊落し火口の地表面温度分布 
図４の⑤から撮影 

・前回の観測（2023 年８月）と比べて、地表面温度分布に特段の変化は認められませんでした。 
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2024 年 10 月１日 

2024 年 10 月１日 10 時 14 分 
天気：快晴 気温：24℃ 

2023 年８月 29日 

2023 年８月 29日９時 40分 
天気：曇 気温：18℃ 

図８ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ２噴気孔群の地表面温度分布 
図４の④から撮影 

・前回の観測（2023 年８月）と比べて、噴気や日射の影響で一部の地表面温度分布の見え方

に違いがありますが、変化は認められませんでした。 
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図９ アトサヌプリ 火山性地震の震源分布（2017年８月～2025年６月） 
〇：2017 年８月～2024 年６月の震源 

〇：2024 年７月～2025 年６月の震源 

・震源は主にアトサヌプリ（硫黄山）の西側及び浅部に分布しました。 

アトサヌプリ 
（硫黄山） 
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図 10 アトサヌプリ 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2025 年６月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 

   ・アトサヌプリ西側（領域 a）では、2021 年頃～2024 年はじめ頃にかけて地震がやや増加し

ましたが、その後は減少して低調に経過しています。 

・他の領域の地震活動に特段の変化は認められていません。 

○：1997 年 10 月１日～2024 年６月 30 日 
○：2024 年７月１日～2025 年６月 30 日 

○：深部低周波地震 

震央分布図 

東西断面 

南北時空間分布 

M-T 図及び回数積算図 
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アトサヌプリカルデラの 

カルデラ縁(勝井, 1958)＊２ 

＊１ 

図11 アトサヌプリ GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2025年６月）及び観測点配置図 
冬季に凍上や積雪の影響によると考えられる変動がみられる基線があります。 

①の破線内の変動（＊１）は、弟子屈(国)付近の樹木の影響及び伐採によるものです。 

グラフの空白部分は欠測を示します。 

＊２ 勝井義雄（1958）阿寒・屈斜路火山群、地球科学、39巻。 

・各基線①～④では、2021 年秋頃から 2023 年頃にかけてアトサヌプリ西側深部での膨張を

示すと考えられる基線長の変化が認められましたが（赤矢印）、2024 年１月以降は火山活

動に伴う特段の変化はありません。 
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図12 アトサヌプリ GNSS繰り返し観測による基線長変化（2019年８月～2024年10月）及び観測点配置図 
           GNSS基線①～③は観測点配置図の①～③に対応しています。 

   ・前回の観測（2023年８月）に比べて、特段の変化は認められませんでした。 
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図13 アトサヌプリ 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示します。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付しています。 

(国)：国土地理院 (北)：北海道大学 


